
「ボール送り競争」で熱戦を繰り広げるお年寄りたち 
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市民体育館で9月19日、「第16回五所川原市老

人スポーツ大会」 が開かれ、各地区の老人クラ

ブから選手など約500人が参加しました。 

競技は 「玉はこび競争」「パン食い競争」「ボー 

ル送り競争」 など10種目糸勺 3時間にわたって熱

戦が展開され、一足早いスポーツの秋を満喫し

ていました。 
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「ポール送り競争」で熱戦を繰り広げるお年寄りたち
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市民体育館で 9月19日、「第16回五所川原市老

人スポーツ大会」が聞かれ、各地区の老人クラ

ブから選手など約500人が参加しました。

競技は「玉はこび競争Jiパ ン食い競争Jiボー

ル送り競争」など10種目約 3時間にわた って熱

戦が展開され、 一足早い スポーツの秋を満喫し

ていました。

五品五
人口と世帯

No.720 

前月比
男 24.250 .邑 (-4 5) 
女 26.696 li (-28) 

計 50.946 J! (-73) 

世帯数 15.210 (ー 17) 

( 8月31日現在住民基本台帳)
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（第720号）② 

95歳以上長寿者など98人を表彰 

平成 2 年（1990年）10月1日 	 広報ごしょがわら 

こ
の
大
会
は
、
こ
れ
ま
で
社

会
に
貢
献
し
て
き
た
お
年
寄
り

達
を
慰
労
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
長
寿
と
健
康
を
祝
う
も
の
で

七
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
約

千
四
百
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
 

大
会
で
は
、
佐
々
木
市
長
の

式
辞
に
続
い
て
、
九
十
五
歳
以

上
の
長
寿
者
ニ
十
人
と
米
寿
を

迎
え
た
六
十
人
、
寝
た
き
り
老

人
介
護
者
五
人
、
老
人
ク
ラ
ブ

十
三
人
な
ど
合
わ
せ
て
九
十
八
 
 

人
を
表
彰
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
こ
の
日
は
県
老
人
福

祉
祭
で
の
顕
彰
状
な
ど
の
伝
達

も
行
い
ま
し
た
0
 

午
後
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
、
出
席
し
た
お
年
寄

り
た
ち
は
楽
し
い
一
日
を
過
ご

し
ま
し
た
。
 

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
 

お
り
で
す
。
 

（敬
称
略
）
 

市
で
は
市
民
体
育
館
で
九
月
＋
ニ
日
、
市
社
会
福
祉
協
議

会
、
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
共
催
で
「
第
ニ
十
七
回
市
老

人
福
祉
大
会
」
を
開
き
ま
し
た
。
 

(第720号)②広報ごしょがわら平成 2年(1990年)10月1日

市
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育
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市
社
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福
祉
協
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市
老
人
ク
ラ
ブ
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催
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聞
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（第720号） 広報ごしょがわら ③平成 2 年（1990年）10月1日 

長生きのひけつは… 
今回、95歳以上で表彰された方20人の「長

生きのひけつ」 は 

最も多いのが 「何でもよく食べる」 が10 

人、次いで 「体を動かす」 が 4 人、「三食き

ちんと食べる」 と 「よくイ動くこと」 が各 2 

人、「くよくよしない」 と 「感謝の気持ちを

もつ」 が 1人ずっでした。 
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片
山
シ
ェ
、
中
井
ち
さ
（
以
上

田
町
）
、横
嶋
み
や
（
元
町）
、石

川
ク
ラ
、
藤
田
イ
マ
（
以
上
鳥

森
）
、佐
々
木
カ
ッ
（
新
町
）
、大

高
チ
エ
（
布
屋
町
）
、高
橋
な
ん
 

（弥
生
町
）
、吉
町
や
柔
、
横
岡

シ
ェ
、
石
岡
ッ
マ
、
新
岡
正
雄
 

（
以
上雛
田
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福
ト
ラ
（
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平
井
町
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田
チ
セ
（
下
平
井
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歳
落
 

村
9
姥

木
 

町
）
、木
村
ヒ
サ
、
山
内
惣
馬
太

郎
、
工
藤
キ
II、
、館
山
築
（
以

上
幾
世
森
）
、溢
谷
リ
カ
、
飛
嶋

た
け
（
以
上
柏
原
町
）
、藤
田
サ

ワ
（
錦
町
）
、杉
田
き
ぬ
（幾
島

町
）
、高
橋
キ
ョ
（
新
宮
町
）
、成

田
た
せ

（
松
島
町四
丁
目
）
、富

坂
ム
ラ
、
須
郷
健
次
郎

（
以
上

若
葉
一
丁
目
）
、木
村
と
み
（
姥
 
 

蓮
、
一
戸
サ
キ
（
広
田
）
、越
谷

ク
ニ
（
み
ど
り
町
一
丁
目）
、福

士
そ
て
（
梅
田
）
、小
笠
原
チ
ユ
 

（高
野
）
、工
藤
タ
カ
（
前
田
野

目
）
、笹
森
そ
ね
（
浅
井
）
、土
岐

恒
太
郎
（神
山
）
、片
岡
ト
キ
（
松

野
木
）
、工
藤
タ
ミ
、
木
村
徳
太

郎
（以
上
金
山
）
、山
口
永
作
（唐

笠
柳
）
、木
村
ヤ
ェ
（
石
岡
）
、寺

田
久
助
（吹
畑
）
、加
藤
ト
シ
（漆

川
）
、小
野
ソ
ョ
、
山
口
立
太
郎
 

（
以上
一
野
坪
）
、尾
野
ナ
リ
コ
、
 

竹
林
賢
吉
、
対
馬
カ
ョ
、
前
田

マ
サ
、
三
上
ク
ニ
（
以
上
飯詰
）
、
 

杉
山
ョ
シ

（毘
沙
門
）
、太
田
善

七
、
木
村
タ
キ
（
以
上
長
富
）
、
 

太
田
多
次
郎
、
成
田
タ
キ
（
以

上
藻
川
）
、川
浪
良
造
、
古
川
ミ

ェ

（
以
上鶴
ケ
岡
）
、上
原
ニ
ワ
 

（
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I、ッ
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形
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太
郎
（
以
上
田
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吉
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寝
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き
り
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人
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護
者
 

乗
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兼
五
郎
（
藻
川
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士
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（飯
詰
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藤
千
鶴
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（
米
田）
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成
田
恵
代
（
栄
町
）
、開
米
班
子
 

（
み
どり
町
三
丁
目
）
 

老
人
ク
ラ
フ
 

表
彰
 

中
村
ッ
ヤ
（
川
端
町
永
楽
会
）
、
 

斎
藤
勇
（
前
田
野
目
第
一
長寿

会
）
、木
村
チ
ヤ
（
姥
茨
亀
竜
寿

会
）
、前
田
誠
（
梅
田
米
寿
会
）
、
 

佐
々
木
善
吉
（
中
泉
長
寿
会
）
、
 

川
浪
与
助
（
松
野
木
松
寿
会
）
、
 

佐
々
木
作
太
郎
（福
岡
福
寿
会
）
、
 

工
藤
ス
ギ
（福
山
第
二
長
寿
会
）
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中
山
幸
一
（
戸
沢白
山
長
寿
会
）
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川
浪
ミ
サ
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川
山
幸
生
会
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イ
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飯
詰
老
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つ
き
町
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ど
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兼
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県
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福
祉
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寿
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寿
夫
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ヒ
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中
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井
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小
笠
原
謙
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・
ィ
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前
田
野
 

目
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〇
9
0歳
に
達
し
た
長
寿
者
 

一
戸
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（
田
町）
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谷
ョ
ミ
 

（新
町
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、成
田
善
作
（
岩
木
町
）
、
 

田
中
カ
シ
（
敷
島
町
）
、坂
本
ソ
 
 

メ
、
菱
谷
重
吉
（
以
上
雛
田
）
、
 

鶴
谷
キ
ョ
（
上
平
井
町
）
、小
山

ゆ
き
（幾
世
森
）
、葛
西
一
次
（
松

島
町
八
丁
目
）
、斎
藤
啓
吉
（
梅

田
）
、小
笠
原
イ
マ
、加
藤
イ
サ
、
 

川
村
ナ
リ
（
以
上
前
田
野
旦
、
 

工
藤
末
吉
（浅
井
）
、春
藤
ャ
ス
、
 

高
橋
賢
次
郎

（以
上
金
山
）
、寺

田
宇
之
助
（
石
岡
）
、加
藤
ナ
カ
 

（漆
川
）
、中
山
ナ
カ
（
太
刀
打
）
、
 

島
谷
寅
之
助
（
一
野
坪
）
、鳴
海

ト
シ
、
横
山
政
吉
、
平
山
ク
リ
 

去
る
九
月
十
四
日
、
市
内
金

山
の
小
野
よ
し
さ
ん
（満
百
歳
）
 

に
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
祝
状
と

銀
杯
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

（
以上
飯
詰
）
、佐
藤
き
栗
（
毘

沙
門
）
、木
村
ち
せ
、
野
呂
子
之

助
、
渡
辺
正
一
 （
以上
藻
川
）
、
 

川
浪
チ
ヤ
（
鶴
ケ
岡
）
、秋
田
ミ

サ
（
川
山
）
 

〇
老
人
福
祉
関
係
 

安
田
義
一
 （
下平
井
町
第
二
高

砂
会
）
、石
岡
由
次
（
福
山
第
一

長
生
会
）
 

o
在
宅
ね
た
き
り
高
齢
者
介
護

斎
藤
セ
ツ

（
七
ッ館
 

小
野
さ
ん
は
現
在
、
車
い
す

で
生
活
し
て
い
ま
す
が
、
毎
日

訓
練
を
行
っ
て
お
り
い
た
っ
て

元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
日
は
、
 

小
山
内
助
役
が

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
 
「青
山

準
（
島
村
吉
三

久
園
長
）
を
訪

れ
、
入
所
者
全

員
の
前
で
伝
達

す
る
と
、
入
所

者
か
ら
は
長
寿

を
た
た
え
る
大

き
な
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。
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野
よ
し
さ
ん
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内
閣
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理
大

臣
か
ら
祝
状
 

小山内助役から祝状を伝達され

る小野さん 
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長生きのひけつは…
今回、 95歳以上で表彰された方20人の「長

生きのひけつ」は・・・

最も多いのが「何でもよく食べる」が10

人、次いで「体を動かす」が 4人、「三食き

ちんと食べる」と「よく働くこと」が各 2

人、「くよくよしない」と「感謝の気持ちを

もっ」が 1人ずつでした。
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エ
(
石
岡
)
、
寺

田
久
助
(
吹
畑
)
、
加
藤
ト
シ
(
漆

川
)
、
小
野
ソ
ヨ
、
山
口
立
太
郎

(
以
上
一
野
坪
)
、
尾
野
ナ
リ
コ
、

竹
林
賢
吉
、
対
馬
カ
ヨ
、
前
田

マ
サ
、
三
上
ク
ニ
(
以
上
飯
詰
)
、

杉
山
ヨ
シ
(
毘
沙
門
)
、
太
田
善

七
、
木
村
タ
キ
(
以
上
長
富
)
、

太
田
多
次
郎
、
成
田
タ
キ
(
以

上
藻
川
)
、
川
浪
良
造
、
古
川
ミ

エ
(
以
上
鶴
ヶ
岡
)
、
上
原
ニ
ワ

(
高
瀬
)、
奈
良
ミ
ツ
、
山
形
善

太
郎
(
以
上
田
川
)
、
館
山
要
吉

(
川
山
)、
白
取
サ
ト
(
桜
田
)

寝
た
き
り
老
人

介
護
者

乗
田
兼
五
郎

(藻
川
)、
福
士
操

(
飯
詰
)、
工
藤
千
鶴
子
(
米
国
)、

成
田
恵
代
(
栄
町
)
、
開
米
薙
子

(
み
ど
り
町
三
丁
目
)

老
人
ク
ラ
ブ表

彰

中
村
ツ
ヤ
(
川
端
町
永
楽
会
)
、

斎
藤
勇
(
前
田
野
目
第
一
長
寿

会
)
、
木
村
チ
ヤ
(
姥
茨
亀
竜
寿

会
)
、
前
田
誠
(
梅
田
米
寿
会
)
、

佐
々
木
善
吉
(
中
泉
長
寿
会
)
、

川
浪
与
助
(
松
野
木
松
寿
会
)
、

佐
々
木
作
太
郎
(
福
岡
福
寿
会
)
、

工
藤
ス
ギ
(
福
山
第
二
長
寿
会
)
、

中
出
幸
一
(
戸
沢
白
山
長
寿
会
)
、

川
浪
ミ
サ

(川
山
幸
生
会
)、
小

野
キ
ク
イ
(
沖
飯
詰
老
生
会
)
、

佐
藤
正
彦
(
さ
つ
き
町
み
ど
り

会
)
、
乗
田
兼
作
(
藻
川
長
生
会
)
、

県
老
人
福

f云表祉
己彰祭

o
m歳
以
上
の
長
寿
者

加
藤
か
よ
(
稲
実
)
、
小
野
よ
し

(金
山
)

O
郎
議
以
上
の
長
寿
夫
婦

浅
川
巽
・
ヒ
サ
(
中
平
井
町
)
、

小
笠
原
謙
吉
・
イ
マ
(
前
田
野

目
)

O
卯
歳
に
達
し
た
長
寿
者

二
戸
チ
ヨ
(
田
町
)
、
岩
谷
ヨ
ミ

(新
町
)、
成
田
善
作

(
岩
木
町
)、

田
中
カ
シ
(
敷
島
町
)
、
坂
本
ソ

メ
、
菱
谷
重
吉
(
以
上
雛
田
)
、

鶴
谷
キ
ヨ

(
上
平
井
町
)
、

小
山

ゆ
き
(
幾
世
森
)
、
葛
西
一
次
(
松

島
町
八
丁
目
)
、
斎
藤
啓
吉
(
梅

田
)
、
小
笠
原
イ
マ
、
加
藤
イ
サ
、

川
村
ナ
リ

(
以
上
前
田
野
目
)、

工
藤
末
吉
(
浅
井
)
、
春
藤
ヤ
ス
、

高
橋
賢
次
郎
(
以
上
金
山
)
、
寺

田
宇
之
助
(
石
岡
)
、
加
藤
ナ
カ

(漆
川
)
、
中
山
ナ
カ
(
太
万
打
)
、

島
谷
寅
之
助
(
一
野
坪
)
、
鳴
海

ト
シ
、
横
山
政
吉
、
平
山
ク
リ

(
以
上
飯
詰
)
、
佐
藤
き
ゑ
(
毘

沙
門
)
、
木
村
ち
せ
、
野
晶
子
之

助
、
渡
辺
正
一
(
以
上
藻
川
)
、

川
浪
チ
ヤ

(鶴
ヶ
岡
)、
秋
田
ミ

サ
(
川
山
)

O
老
人
福
祉
関
係

安
田
義
一
(
下
平
井
町
第
二
高

砂
会
)
、
石
岡
由
次

(福
山
第
一

長
生
会
)

O
在
宅
ね
た
き
り
高
齢
者
介
護

斎
藤
セ
ツ
(
七
y
館
)

小
野
よ
し
さ
ん
に

内
閣
総
理
大
臣
か
ら
祝
状

去
る
九
月
十
四
日
、
市
内
金

山
の
小
野
よ
し
さ
ん
(
満
百
歳
)

に
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
祝
状
と

銀
杯
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

小
野
さ
ん
は
現
在
、
車
い
す

で
生
活
し
て
い
ま
す
が
、
毎
日

訓
練
を
行
っ
て
お
り
い
た
っ
て

元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、

小
山
内
助
役
が

特
別
養
護
老
人

ホ
l
ム
「
青
山

荘
」
(
島
村
吉
三

久
園
長
)
を
訪

れ
、
入
所
者
全

員
の
前
で
伝
達

す
る
と
、
入
所

者
か
ら
は
長
寿

を
た
た
え
る
大

き
な
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

ミ強勘!I!IO....
小山内助役から祝状を伝達され

る小野さん



出稼者及び留守家族激励会 
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も
う
す
ぐ

出
稼
ぎ
へ

『喜
簾

出
か
け

る
お
父
さ

ん
へ
二
か
 

鶴
ケ
岡
小
六
年
 

小
 

野
 

忍

く
ん
 

こ
れ
か
ら
出
稼
ぎ
を
す
る
人

と
そ
の
留
守
家
族
を
励
ま
そ
う

と
九
月
十
一
日
、
市
民
文
化
会

館
で
 
「平
成
二
年
度
出
稼
者
及

び
留
守
家
族
激
励
会
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
市
出
稼
協
会
（
会

長

・
佐
々
木
市
長
）
と
市
内
農

業
協
同
組
合
懇
談
会

（
会長

・

二
上
光
男
七
和
農
業
協
同
組
合

長
）
が
共
催
し
て
開
い
て
い
る

も
の
で
、
約
五
百
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
 

出
稼
ぎ
の
安
全
を
祈
る
祈
願

祭
の
後
、
会
長
で
あ
る
佐
々
木

市
長
が
 
「出
稼
ぎ
の
な
い
地
域

社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
諸
条

件
が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
 
 健

康
管
理
に
充
分
注
意
し
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
」
 
と
あ
いさ
つ

を
述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
三
上
農
協
懇
談

会
長
が
激
励
の
こ
と
ば
を
述
べ

ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
小
野
忍
く
ん
（
鶴

ケ
岡
小
六
年
）
と
荒
関
美
耶
さ

ん
（
梅
泉
小
六
年
）
が
 
「も
う

す
ぐ
出
稼
ぎ
へ
出
か
け
る
お
父

さ
ん
へ
」
 
と
題
す
る
作
文の
発

表
を
行
い
ま
し
た
。
（
作文
は
四

ペ
ー
ジ
と
五
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
。
 

こ
の
後
、
ァ
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
、
津
軽
三
味
線

・
民
謡

手
踊
り
、お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

が
あ
り
、
参
加
し
た
人
達
は
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
J
ま
し
た
。
 

ま
た
お
父
さ
ん
が
出
稼
ぎ
へ

行
く
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
 

ぼ
く
は
、
こ
の
時
期
が

一
番
き

ら
い
で
す
。
そ
れ
は
、
大
好
き

な
お
父
さ
ん
が
何
力
月
も
い
な

く
な
る
か
ら
で
す
。
ま
る
で
家

の
中
の
明
り
が
消
え
た
よ
う
に

暗
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
お

母
さ
ん
も
何
か
元
気
が
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

で
き
た
ら
出
稼
ぎ
な
ん
か
に

行
か
な
い
で
、
家
族
み
ん
な
が

ず
っ
と
い
っ
し
ょ
に
く
ら
せ
た

ら
い
い
の
に
と
、
思
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
で
も
、
し
か
た
が
 
 

あ
り
ま
せ
ん
。
ぽ
く
が
何
不
自

由
な
く
く
ら
し
て
い
け
る
の
も
、
 

家
族
み
ん
な
が
楽
し
く
生
活
で

き
る
の
も
、
お
父
さ
ん
が
遠
く

の
地
で
ぼ
く
や
お
兄
さ
ん
の
た

め
に

一
生
け
ん
め
い
働
い
て
く

れ
る
か
ら
で
す
。
 

一
人
家
族
を
は
な
れ
、
何
一

つ
グ
チ
を
い
う
こ
と
な
く
、
家

族
の
た
め
に

一
生
け
ん
め
い
働

い
て
い
る
お
父
さ
ん
を
ぼ
く
は

ほ
こ
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。
 

お
父
さ
ん
ノ
ぼ
く
は
も
う
わ

が
ま
ま
を
い
い
ま
せ
ん
。
お
父

さ
ん
が
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
、
 
 勉

強
や
運
動
を

一
生
け
ん
め
い

が
ん
ば
り
ま
す
。
 

お
父
さ
ん
も
、
つ
ら
い
こ
と

が
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し
な
い
よ

う
に
仕
事
に
が
ん
ば
っ
て
下
さ
 

ぽ
く
も
、
お
母
さ
ん
の
手
伝

い
を
し
、
家
を
し
っ
か
り
守
っ

て
い
き
ま
す
。
春
に
は
元
気
な

顔
で
帰
っ
て
き
て
下
さ
い
。
 

作文を発表する小野忍くん 

梅
泉
小
六
年
 

荒
 

関
 
美
 
耶

さ
ん
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出稼者及び留守家族激励会

こ
れ
か
ら
出
稼
ぎ
を
す
る
人

と
そ
の
留
守
家
族
を
励
ま
そ
う

と
九
月
十

一
口
、
市
民
文
化
会

館
で
「
平
成
二
年
度
出
稼
者
及

び
留
守
家
族
激
励
会
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
市
出
稼
協
会
(
会

長

・
佐
々
木
市
長
)
と
市
内
農

業
協
同
組
合
懇
談
会
(
会
長

・

一一一

t
光
男
七
和
農
業
協
同
組
合

長
)
が
共
催
し
て
聞
い
て
い
る

も
の
で
、
約
五
百
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

出
稼
ぎ
の
安
全
を
祈
る
祈
願

祭
の
後
、
会
長
で
あ
る
佐
々
木

市
長
が

「出
様
ぎ
の
な
い
地
域

社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
諸
条

件
が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

健
康
管
理
に
充
分
注
意
し
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
し
と
あ
い
さ

つ

を
述
べ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、

一二上
農
協
懇
談

会
長
が
激
励
の
こ
と
ば
を
述
べ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
小
野
忍
く
ん

(鶴

ヶ
岡
小
六
年
)
と
荒
閲
美
耶
さ

ん

(梅
泉
小
六
年
)
が
「
も
う

す
ぐ
出
穣
ぎ
へ
出
か
け
る
お
父

さ
ん
へ
L

と
題
す
る
作
文
の
発

表
を
行
い
ま
し
た
。
(
作
文
は
四

ペ
ー
ジ
と
五
ペ
ー
ジ
に
掲
載
)。

こ
の
後
、
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン

と
し
て
、
津
軽
三
味
線
・
民
謡

手
踊
り
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

が
あ
り
、
参
加
し
た
人
達
は
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

作文を発表する小野忍くん

ん

ま
た
お
父
さ
ん
が
出
稼
ぎ
へ

一
行
く
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

…
ぼ
く
は
、
こ
の
時
期
が
一
番
き

一
ら
い
で
す
。
そ
れ
は
、
大
好
き

一
な
お
父
さ
ん
が
何
ヵ
月
も
い
な

一
く
な
る
か
ら
で
す
。
ま
る
で
家

一
の
中
の
明
り
が
消
え
た
よ
う
に

…
暗
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
o

お

一
母
さ
ん
も
何
か
元
気
が
な
く
な

叩

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

…

で
き
た
ら
出
稼
ぎ
な
ん
か
に

一
行
か
な
い
で
、
家
族
み
ん
な
が

…
ず
っ
と
い
っ
し
ょ
に
く
ら
せ
た

一
ら
い
い
の
に
と
、
思
う
こ
と
が

…
あ
り
ま
す
。
で
も
、
し
か
た
が

議
出Zラ
カESr
b震
石三出
在稼
父王ぎ
さきド
広三
JX三三

鶴
ヶ

岡

野士
年

忍
く
ん

あ
り
ま
せ
ん
。
ぼ
く
が
何
不
自

由
な
く
く
ら
し
て
い
け
る
の
も
、

家
族
み
ん
な
が
楽
し
く
生
活
で

き
る
の
も
、
お
父
さ
ん
が
遠
く

の
地
で
ぼ
く
や
お
兄
さ
ん
の
た

め
に

一
生
け
ん
め
い
働
い
て
く

れ
る
か
ら
で
す
。

一
人
家
族
を
は
な
れ
、
何
一

つ
グ
チ
を
い
う
こ
と
な
く
、
家

族
の
た
め
に
一
生
け
ん
め
い
働

い
て
い
る
お
父
さ
ん
を
ぼ
く
は

ほ
こ
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

お
父
さ
ん
/
ぼ
く
は
も
う
わ

が
ま
ま
を
い
い
ま
せ
ん
。
お
父

さ
ん
が
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
、

梅
泉
小
六
年 勉

強
や
運
動
を

一
生
け
ん
め
い

が
ん
ば
り
ま
す
。

お
父
さ
ん
も
、
?
り
い
こ
と

が
い

っ
ぱ
い
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し
な
い
よ

う
に
仕
事
に
が
ん
ば

っ
て
下
さ

'ν
 ぼ

く
も
、
お
母
さ
ん
の
手
伝

い
を
し
、
家
を
し

っ
か
り
守
っ

て
い
き
ま
す
。
春
に
は
元
気
な

顔
で
帰
っ
て
き
て
下
さ
い
。

品
M
悶

ザ荒

耶

さ

ん

関

美



ト見舞金加入状況 

年 	度 S60 S61 S62 S63 H元 H2 
8 月末現在 

加入者数 
A

962 
A

817 コ
。
 

2
 

人
4
'
 
 

人m
  

人m
  

A
414 

※なお、詳しくはi11B誹目談室（か（③5)2 1 1 1 番

内線282番）へお間い合わせください。 

ト見舞金給付状況 

（万円） 	 Eコ見舞金 	（件） 
280- 一件 数 	・- 50 

260- 

240- - 40 

220- 胃 30fIt 
3111' 

200- 
祥 

一 30 

180- 
19fIt 

160- -20 

140- 

120- 88 -10 

100- 177
75 

222
75 

268 
万 

239
75 

212
75 

128
75 

S60 	S61 	S62 	S63 	H元 	H2 

出稼者及び留守家族の幸せのために、県と市

町村がつくった出稼協会で行う互助制度です。 

出稼ぎしている人やこれから出稼ぎしようと

する人はどなたでも加入できます。 

加入した人は、出稼中いつ、どこで災害にあ

っても見舞金が受けられます。 

ト加入申し込み 市B誹目談室及び市役所各支所

の窓口で受イ寸けています。 

ト掛金 1人年間 600 円です。 ほかに、県と市

が1人年間 800円ずつ負担します。 

ト見舞金早見表 

種 類 事故‘火」 災 の程度 給付額 

死 亡
見舞金 

出稼中（出発から帰目
亡、ただし、一時帰， 

とまで）における死
与中の死亡を除く。 

500,000円 

傷 病

見舞金 

出稼中における負傷 

6 カ月以上である
もの 80, 000円 

又は疾病で休業療養

を要するもの 

3 カ月以上6 カ月
未満であるもの 60,000円 

1カ月以上 3 カ月
未満であるもの 50,000円 

障 害
見舞金 

出稼中における負傷又は疾病による障害
で通常の就労を不能とする程度のもの 

200,000円 

火 災
見舞金 

加入者の留守宅の火災による焼失 
（半焼以上） 150,000円 

（第720号） 広報ごしょがわら ⑤平成2 年（1990年）10月1日 
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十
月
や
十
一
月
に
な
る
と
出

稼
ぎ
の
時
期
に
な
っ
て
く
る
。
 

出
稼
ぎ
の
時
期
に
な
る
と
お

一
父
さ
ん
は
 
「十
月
と
十

一
月
が

一
 
い
ち
ばん
い
や
だ
な
あ
」
と
言

一
う
o
「な
ん
で
、
な
ん
で
い
や
だ

一
…
…
さ
び
し
く
な
る
は
ん
で
」
 

一
と
私
が
聞
く
と
お
父
さ
ん
は
「
う

ん
だ
な
あ
」
と
答
え
る
。
 

お
父
さ
ん
が
出
稼
ぎ
に
行
っ

て
し
ま
う
と
、
そ
れ
ま
で
に
ぎ

や
か
だ
っ
た
食
た
く
が
シ
ー
ン

と
静
か
に
な
っ
て
し
ま
う
。
お

父
さ
ん
は
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
、
 

み
ん
な
に
じ
ょ
う
だ
ん
を
言
っ

て
よ
く
笑
わ
せ
て
い
た
か
ら
だ
。
 

お
父
さ
ん
の
い
な
い
食
た
く
は
、
 

や
っ
ぱ
り
さ
み
し
い
な
あ
と
感

じ
る
。
 

お
父
さ
ん
が
い
な
い
間
い
ち

ば
ん
大
変
な
の
は
お
母
さ
ん
だ
。
 

食
事
の
し
た
く
を
し
た
り
、
そ

う
じ
を
し
た
り
、
会
社
へ
つ
と

め
に
行
っ
た
り
、
雪
か
た
づ
け

を
し
た
り
で
と
て
も
い
そ
が
し

い
。
と
く
に
、
雪
か
た
づ
け
は

大
変
だ
。
私
は
お
母
さ
ん
の
手

伝
い
を
し
な
が
ら
、
お
父
さ
ん

が
い
れ
ば
早
く
終
わ
る
の
に
な

あ
…
と
い
つ
も
思
う
。
 

お
父
さ
ん
は
出
稼
ぎ
さ
き
で
、
 

ダ
ン
プ
や
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
を

し
て
い
る
。
な
れ
て
い
な
い
道
 
 

路
な
の
で
苦
労
も
多
い
と
思
フ
。
 

車
の
数
も
多
い
の
で
運
転
に
は

神
経
を
使
う
だ
ろ
う
。
 

お
父
さ
ん
が
行
っ
て
る
間
、
 

電
話
が
か
か
っ
て
く
る
時
が
い

ち
ば
ん
の
楽
し
み
だ
。
夜
、
電

話
が
く
る
時
は
だ
い
た
い
八
時

す
ぎ
だ
。
そ
ん
な
時
は
、
お
父

さ
ん
だ
っ
て
す
ぐ
わ
か
る
。
お

父
さ
ん
と
顔
を
む
け
合
っ
て
話

す
時
は
、
何
で
も
言
え
る
の
に
、
 

電
話
だ
と
な
ん
か
は
ず
か
し
く

て
思
う
よ
う
に
話
がで
き
な
い
。
 

電
話
が
終
っ
て
か
ら
、
あ
あ
話

せ
ば
よ
か
っ
た
と
か
、
こ
う
話

せ
ば
よ
か
っ
た
の
に
と
い
つ
も

思
う
。
で
も
、
お
父
さ
ん
の
元

気
な
声
が
聞
け
た
だ
け
で
う
れ

し
く
な
っ
て
く
る
。
 

お
父
さ
ん
は
、
家
族
み
ん
な

の
た
め
に
働
い
て
い
る
。
 兄
や

私
を
学
校
へ
行
か
せ
る
た
め
、
 

み
ん
な
の
食
事
の
た
め
、
洋
服

を
買
っ
た
り
す
る
た
め
に
働
い

て
い
る
。
 

お
正
月
が
近
く
な
る
と
 
「お

父
さ
ん
あ
と
十
日
で
帰
っ
て
く

る
」
と
か
 
「あ
と
五
日
」
な
ど

と
言
う
よ
う
に
な
る
。
そ
ん
な

時
は
、
心
が
う
き
う
き
し
て
み

ん
な
の
声
が
は
ず
ん
で
い
る
。
 

お
父
さ
ん
帰
っ
て
く
る
時
、
 

家
族
の
み
ん
な
に
必
ず
お
み
や
 
 

げ
を
買
っ
て
き
て
く
れ
る
。
私

に
は
う
さ
ぎ
や
犬
の
ぬ
い
ぐ
る

み
を
買
っ
て
く
れ
た
。
お
父
さ

ん
が
帰
っ
て
く
る
と
、
と
た
ん

に
家
中
が
に
ぎ
や
か
に
な
る
。
 

毎
日
が
あ
わ
た
だ
し
く
な
る
。
 

お
父
さ
ん
が
あ
ち
こ
ち
へ
連
れ

て
い
っ
て
く
れ
る
か
ら
だ
。
そ

し
て
夜
ね
る
時
間
に
な
る
と
「
あ

あ
、
や
っ
ぱ
り
家
さ
帰
っ
て
く

れ
ば
静
か
で
い
い
な
あ

…
」
 
て

気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
言
う
。
む

こ
う
の
生
活
は
よ
ほ
ど
さ
わ
が

し
い
の
だ
と
思
う
。
 

お
父
さ
ん
は
、
今
年
も
出
稼

ぎ
に
行
き
ま
す
。
そ
し
て
、
み

ん
な
の
た
め
に
お
金
を
送
っ
て

く
れ
た
り
、
お
み
や
げ
を
買
っ

て
く
れ
た
り
す
る
と
思
う
。
お

み
や
げ
は
今
か
ら
楽
し
み
だ
。
 

で
も
、
お
金
よ
り
お
み
や
げ
よ

り
、
何
よ
り
大
事
な
の
は
お
父

さ
ん
の
元
気
な
姿
で
す
。
明
る

い
笑
顔
で
す
。
お
正
月
に
帰
っ

て
く
る
時
は
、
事
故
の
な
い
よ

う
に
帰
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
 

健
康
で
元
気
に
「た
だ
い
ま
ー
」
 

っ
て
帰
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
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(件)

50 

40 

30 

20 

仁コ見舞金

一一件数

砂見舞金給付状況

(万円)

280 

260 

240 

220 

20日

180 

160 

出稼者及び留守家族 の幸せのために、県と市

町村がつくった出稼協会で行う互助制度です。

出稼ぎ、している人やこれから出稼ぎ、しようと

する人はどなたでも加入できます。

加入した人は、出稼 中いつ、どこで災害にあ

っても見舞金が受けられます。

砂加入申し込み 市民相談室及び市役所各支所

の窓口で受付けています。

砂掛金 1人年間 600円です。ほかに、県と市

が 1人年間 800円ずつ負担します。

砂見舞金早見表
10 

140 

120 

100 
種類 事故・火災の程度 高吉イ寸額

死亡 出稼中(出発から帰宅まで)における死
500，000円

見舞金 亡、ただし、一時帰省中の死亡を除く。

6カ月以上である
80，000円

傷病 出稼中における負傷 もの

文は疾病で休業療養
3カ月以上 6カ月

60，000円
未満であるもの

見舞金 を要するもの 1カ月以上 3カ月
未満であるもの

50，000円

障害 出稼中における負傷又は疾病による障害
200，000円

見舞金 で通常の就労を不能とする程度のもの

火災 加入者の留守宅の火災による焼失
150，000円

見舞金 (半焼以上)

※なお、詳しくは市民相談室 (ft⑮ 2 1 1 1番

内線 282番)へお問い合わせください。

一

十
月
や
十
一
月
に
な
る
と
出

…
稼
ぎ
の
時
期
に
な
っ
て
く
る
。

一

出
稼
ぎ
の
時
期
に
な
る
と
お

一

父
さ
ん
は
「
十
月
と
十
一
月
が

…

い
ち
ば
ん
い
や
だ
な
あ
」
と
言

…
ぅ
。
「
な
ん
で
、
な
ん
で
い
や
だ

一

:

さ
び
し
く
な
る
は
ん
で
」

~
と
私
が
聞
く
と
お
父
さ
ん
は
「
う

一
ん
だ
な
あ
L

と
等
え
る
。

…

お

父

さ
ん
が
出
稼
ぎ
に
行
つ

日
て
し
ま
う
と
、
そ
れ
ま
で
に
ぎ

…
や
か
だ
っ
た
食
た
く
が
シ
l
ン

一
と
静
か
に
な
っ
て
し
ま
う
。
ぉ

…
父
さ
ん
は
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
、

…

み
ん
な
に
じ
よ
う
だ
ん
を
一
言
つ

…

て
よ
く
笑
わ
せ
て
い
た
か
ら
だ
。

…
お
父
さ
ん
の
い
な
い
食
た
く
は
、

…
や
っ
ぱ
り
さ
み
し

い
な
ぁ
と
感

山
じ
る
。

…
お
父
さ
ん
が
い
な
い
聞
い
ち

一
ば
ん
大
変
な
の
は
お
母
さ
ん
だ
。

…
食
事
の
し
た
く
を
し
た
り
、
そ

一
う
じ
を
し
た
り
、
会
社
へ
つ
と

一
め
に
行
っ
た
り
、
雪
か
た
づ
け

一
を
し
た
り
で
と
て
も
い
そ
が
し

一
ぃ
。
と
く
に
、
雪
か
た
づ
け
は

ん
大
変
だ
。
私
は
お
母
さ
ん
の
子

一
伝
い
を
し
な
が
ら
、
お
父
さ
ん

…
が

い
れ
ば
早
く
終
わ
る
の
に
な

一
ぁ
:・
と
い
つ
も
思
う
。

…
お
父
さ
ん
は
出
稼
ぎ
さ
き
で
、

一
ダ
ン
プ
や
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
を

一
し
て
い
る
。
な
れ
て
い
な
い
道

路
な
の
で
苦
労
も
多
い
と
田
中
7
。

車
の
数
も
多
い
の
で
運
転
に
は

神
経
を
使
う
だ
ろ
う
。

お
父
さ
ん
が
行
っ
て
る
問
、

電
話
が
か
か
っ
て
く
る
時
が
い

ち
ば
ん
の
楽
し
み
だ
。
夜
、
電

話
が
く
る
時
は
だ
い
た
い
八
時

す
ぎ
だ
。
そ
ん
な
時
は
、
お
父

さ
ん
だ
っ
て
す
ぐ
わ
か
る
。
お

父
さ
ん
と
顔
を
む
け
合
っ
て
話

す
時
は
、
何
で
も
言
え
る
の
に
、

電
話
だ
と
な
ん
か
は
ず
か
し
く

て
思
う
よ
う
に
話
が
で
き
な
い
。

電
話
が
終
っ
て
か
ら
、
あ
あ
話

せ
ば
よ
か
っ
た
と
か
、
こ
う
話

せ
ば
よ
か
っ
た
の
に
と
い
つ
も

思
う
。
で
も
、
お
父
さ
ん
の
元

気
な
声
が
聞
け
た
だ
け
で
う
れ

し
く
な
っ
て
く
る
。

お
父
さ
ん
は
、
家
族
み
ん
な

の
た
め
に
働
い
て
い
る
。
兄
や

私
を
学
校
へ
行
か
せ
る
た
め
、

み
ん
な
の
食
事
の
た
め
、
洋
服

を
買
っ
た
り
す
る
た
め
に
働
い

て
い
る
。

お
正
月
が
近
く
な
る
と
「
お

父
さ
ん
あ
と
十
日
で
帰
っ
て
く

る
」
と
か
「
あ
と
五
日
」
な
ど

と
言
う
よ
う
に
な
る
。
そ
ん
な

時
は
、
心
が
う
き
う
き
し
て
み

ん
な
の
声
が
は
ず
ん
で
い
る
。

お
父
さ
ん
帰
っ
て
く
る
時
、

家
族
の
み
ん
な
に
必
ず
お
み
や

げ
を
買
っ
て
き
て
く
れ
る
。
私

に
は
う
さ
ぎ
や
犬
の
ぬ
い
ぐ
る

み
を
買
っ
て
く
れ
た
。
お
父
さ

ん
が
帰
っ
て
く
る
と
、
と
た
ん

に
家
中
が
に
、
言
や
か
に
な
る
。

毎
日
が
あ
わ
た
だ
し
く
な
る
。

お
父
さ
ん
が
あ
ち
こ
ち
へ
連
れ

て
い
っ
て
く
れ
る
か
ら
だ
。
そ

し
て
夜
ね
る
時
間
に
な
る
と
「
あ

あ
、
や
っ
ぱ
り
家
さ
帰
っ
て
く

れ
ば
静
か
で
い
い
な
あ
・:
」
て

気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
言
う
。
む

こ
う
の
生
活
は
よ
ほ
ど
さ
わ
が

し
い
の
だ
と
思
う
。

お
父
さ
ん
は
、
今
年
も
出
稼

ぎ
に
行
き
ま
す
。
そ
し
て
、
み

ん
な
の
た
め
に
お
金
を
送
っ
て

く
れ
た
り
、
お
み
や
げ
を
買
っ

て
く
れ
た
り
す
る
と
思
う
。
お

み
や
げ
は
今
か
ら
楽
し
み
だ
。

で
も
、
お
金
よ
り
お
み
や
げ
よ

り
、
何
よ
り
大
事
な
の
は
お
父

さ
ん
の
元
気
な
姿
で
す
。
明
る

い
笑
顔
で
す
。
お
正
月
に
帰
っ

て
く
る
時
は
、
事
故
の
な
い
よ

う
に
帰
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

健
康
で
元
気
に
「
た
だ
い
ま
l
し

っ
て
帰
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。



平成 2 年（1990年）10月1日 
	

広報ごしょがわら 	 （第720号）⑥ 

麟議締潜舞範 
秋の全国交通安全運動（ 9 月21日～30日） に

先駆けて 「交通事故防止市民総決起大会」 が 9 

月18日、市働く婦人の家で開かれ市内の各団体

から約200メ、が参加しました。 

大会では佐々木市長が 「今月に入って痛まし

い事故が続きましたが、 この教訓を生かし、交

通事故にあわないよう、 また起こさないように

しましょう」 とあいさつを述べました。 続いて

工藤忠‘男五所川原警察署長、成田守県議会議員

が激励のことばをう走べました。 

最後に、高橋豊三郎市老人クラブ連合会副会

長が大会宣言を読み上げ、交通事故防止を訴え

ました。 大会宣言を読み上げる高橋さん 

舞舞誓糎犀纏隻経難麟薫舞閣窪舞嚢舞 
「大地に刻め生きた汗、心に刻めやさしい瞳」 

をスローガンに、県内の働く青年の祭典である

第39回青森県青年大会が 9 月 8 ・ 9 の両日、当

市を主会場に開催されました。 県内32市町村か

ら約1,100人の青年団員らが参加し、2日間にわ

たりスポーツ、文化に青年の力を発揮しまし

た。 

初日の開会式では、田中茂勝県連合青年団長

のあいさつに続いて、北村正哉県知事らが祝辞

を述べた後、小山内助役が歓迎のことばをうzIiべ

ました。 最後に五月i川原市の外崎真人選手が力

強く宣誓して式を糸冬えました。 

参加者は 2 日間にわたって熱戦を繰り広げ、 

青年団活動の一層の躍進を誓い合いました。 

掛麟議麟績輸響籍簿 

佐々木市長に目録を手渡す金子会長 

市民体育館で行われた開会式 

日本損害保険協会では 9 月13日、五所川原地

区消防事務組合（管理者・佐々木市長） に高性三

能の化学消防ポンプ自動車 1台を寄贈しました。 

同協会では、災害や事故の防止・軽減に役立と

うと防災事業の一環として昭和27年から消防ポ

ンプ自動車の寄贈を行っているもので、同組合

への寄贈は昭和37年と49年に次いで 3 台目とな

ります。 

この日は、同協会東北地方委員会の金子匡高

青森県委員会会長が佐々木市長に目録を手渡し

ました。 今回寄贈された化学消防ポンプ自動車

は、 A 一 1級（毎分2,800k の放水量）でト、従来

のポンフp車より800k JI上多い放水量を誇る最新

型のものです。 この寄贈により今後の消火活動

が一層充実するものと大きな期待が寄せられて

います。 
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大会宣言を読み上げる高橋さん

議議員31換を仙hh老議長い4
出削市￥民総決起?夫容指

秋の全国交通安全運動(9 月 21 日 ~30 日)に

t先駆けて「交通事故防止市民総決起大会」が 9

月18日、市働く婦人の家で聞かれ市内の各団体

から約200人が参加しました。

大会では佐々木市長が「今月に入って痛まし

い事故が続きましたが、この教訓を生かし、交

通事故にあわないよう、また起こさないように

し ま し ょ う 」 と あ い さ つ を 述 べ ま し た 。 続 い て

工藤忠男五所川原警察署長、成田守県議会議員

が激励のことばを述べました。

最後に、高橋豊三郎市老人クラブ連合会副会

長が大会宣言 を読み上げ、 交通事故防止を訴え

ました。

主翼築在住凶:毒森県式会主友会開議論乏慶
子毛主主子玉子主主主主主三主主主=ミコポ主主主辛苦手宅三ご主三三百三ま::::~三ミミ逗三と主::=.:2とささ三三と之さ主主云::s三きさ亨さささささボよ字二~

「大地に刻め生きた汗、 心に刻めやさしい瞳」

をスローガンに、 県内の働く青年の祭典である

第四回青森県青年大会が 9月 8 ・9の両 日、当

市を主会場に開催されました。県内32市町村か

ら約1，100人の青年団員らが参加 し、 2日間にわ

たりスポーツ、文化に青年のカを発揮しまし

た。

初日の開会式では、田中茂勝県連合青年団長

のあいさつに続いて、北村正哉県知事らが祝辞

を述べた後、小山内助役が歓迎のことばを述べ

まし た。最後に五所川原市の外崎真人選手が力

強く宣誓して式を終えました。

参加者は 2日間 にわたって熱戦を繰 り広げ、

青年団活動の一層の躍進を誓い合いました。

抗日奈損主義保険協会三弘、~... ~~.N" ... ~Ã.~畑出
金、d‘4‘A.'‘"、......-&..AI弘... ゐ..... 総4臥..."恥............11除d・u‘d・10...........4‘d・.........~‘ .......................... A‘ a‘.........

吋除消防ミ例市;動乾期目怒

佐々木市長に目録を手渡す金子会長

市民体育館で行われた開会式

日本損害保険協会では 9月13日 、 五 所 川 原 地

区消防事務組合(管理者 ・佐々木市長)に高性

能 の 化 学 消 防 ポ ン プ 自 動 車 1台を寄贈しました。

同 協 会 で は 、 災 害 や 事 故 の 防 止 ・ 軽 減 に 役 立 と

う と 防 災 事 業 の 一環 と し て 昭 和27年から消防ポ

ン プ 自 動 車 の 寄 贈 を 行 っ て い る も の で 、 同 組 合

への寄贈は昭和37年と 49年に次いで 3台目とな

ります。

この日は、 同協会束北地方委員会の金子医高

青森県委員会会長が佐々木市長に目録を手渡し

ま し た 。 今 回 寄 贈 さ れ た 化 学 消 防 ポ ン プ 自 動 車

は、 A-1級 ( 毎 分2，8001!の放水量)で、従来

のポンプ車より 8001!以上 多い放水量を誇る最新

型のものです。この寄贈により今後の消火活動

が一層充実するものと大きな期待が寄せられて

います。



熱弁を振るう代表生徒 
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癌難鱗響籍麟無 
松緑神道大和山（田沢康三郎教主）では、社

会福中止に役立ててくださいと市社会福ネ止協議会

に30万円を寄付しました。 

これは、 9 月 8 日から 2 日間にわたって市庁

舎育f「お祭り広場で開いたチャ I) ティバザーの益

金の一部を寄付したものでトす。 初日の開会式で

は、小山内助役が来賓としてお祝いのことばを

述べ、テープカッ トを行いました。 
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35回青森県母子寡婦稲祉入, 

● “ 

母子家庭・寡婦の福祉向上を求めた大会 
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要醗裂藍長財鯉姦灘舞無 
第38回五所川原地区少年防犯弁論大会が 9 月 

10日、市立第一中学校で開かれ、五所川原市と

鶴田町の各中学校の代表生徒が熱弁を振るいま

した。 これは五所川原地区防犯協会と五所川原

警察署が主催し毎年開かれているものです。 

生徒たちは、自らの体験で学んだことを訴え

たり、住みよい街づく りへの意見などを述べま

した。 審査の結果、団体の部は 1位が五三中、 

2 位が五二中、 3 位が五一中。 個人の部 1位に

は五三中 3 年の下川原千晶さんが選ばれ、 2 位

には五二中 2 年の福士美由紀さんが、 3 位には

五四中 3 年の鍬間ゆかりさんが入賞しました。 

，頭麟曇員異騒無恵羅蒸熱譲聞鍾 ， 

五所川原ili出身で中国残留j瓜児の関弘さん 

（中国名・．候世財）が 9 月14日、故郷へ一時帰

国しました。， 

関さんは、義母のきみさん、弟の勝幸さんら

とともに 9 月17日、市役所を訪れ、佐々木市長

を表敬訪問しました。 

関さんは、昭和52年にも一時帰国しており、 

今回は春陽会というボランティアグループの招

きで”来日したもので’、 10月 5 日まで滞在の予定

です。 
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覧宴県母承瞥舞寡婦福祉太会開妻れごる舞 
第35回県母子・寡婦福祖二大会が 9 月13日、市

民文化会館で開かれ、県内各地から約600人が

参加しました。 

この大会は、財団法人青森県母子寡婦福祉連

合会と五所川原市母子寡婦福祖二会の主催で開か

れたものです。 

大会では、藤田美栄連合会長のあいさつ、来

賓のあいさつに続いて、北山昭美県貯蓄生活設

計推進委員が 「これからのく らし」 をテーマに

講演。 最後に、①母子家庭の母の医療費無料化

②母子家庭・寡婦の雇用優先（③）児童扶養手当増

額などを要望する決議を採択して大会を終えま

した。 

⑦平成2年 (1990年) 10月1日 広報ごしょがわら (第720号)

軍家ー町 1、ー-特gk .'  ••• ， 3mf包r- :J却、
f4b之喧， さ

zZr i  
a銘通tL章&1 弘 A，TZ ゑ
-5- 番待

熱弁を振るう代表生徒

，目、~. 士 xn_..f昔、 三さ'Ä.~A一一
お安佐~illPIE1じ~~1.j吉両冊'FLSf;l.三公安55
.................................................................................~恥."".

第38回五所川原地区少年防犯弁論大会が9月

10日、市立第一中学校で聞かれ、五所川原市と

鶴 田 町 の 各 中 学 校 の 代 表 生 徒 が 熱 弁 を 振 る い ま

し た 。 こ れ は 五 所 川 原 地 区 防 犯 協 会 と 五 所 川 原

警察署が主催し毎年聞かれているものです。

生 徒 た ち は 、 自 ら の 体 験 で 学 ん だ こ と を 訴 え

たり、住みよい街づくりへの意見などを述べま

した。審査の結果、団体の部は 1位が五三中、

2位が五二中、 3位が五一中。個人の部 1位に

は五三中 3年の下川原千品さんが選ばれ、 2位

には五二中 2年の福士美由紀さんが、 3位には

五四中 3年 の鍬 間ゆ かり さん が入 賞し まし た。
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出福祉基A金品民主~3J1森岡系fdm
臨側主観縦突制強空会総

松緑 神道大和山 (田沢康三郎教主)では、社

会福祉に役立ててくださいと市社会福祉協議会

に30万円を寄付 しました。

これは、 9月 8日から 2日間にわた って市庁

舎前お祭り広場で聞いたチャリティバザーの益

金の一部を寄付したものです。初日の開会式で

は、小山内助役が来賓 としてお祝いのことばを

述べ、テープカットを行いました。
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五 所 川 原 市 出 身 で 中 国 残 留 孤 児 の 関 弘 さ ん

(中国名 ・.候世財)が9月14日、故郷へ一時帰

国しました。、

関さんは、義母のきみさん、弟の勝幸さんら

とともに 9月17日 、 市 役 所を訪れ、佐々木市長

を表敬訪問しました。

関 さ ん は 、 昭 和52年 に も一 時帰国しており、

今回は春陽会というボランティアグルー プの招

きで来日したもので、10月 5日まで滞在の 予 定

です。

二県二母子二ε寡婦マ福祉三友会;聞かおるこ
第 35回県母子 ・寡婦福祉大会が9月13日、市

民文化会館で聞かれ、県内各地から約600人が

参加しました。

この大会は、財団法 人青森県母子寡婦福祉連

合会と五所川原市母子寡婦福祉会の主催で聞か

れたものです。

大会では、藤田美栄連合会長のあいさつ、来

賓のあいさつに続いで、北山昭美県貯蓄生活設

計推進委員が「これからのくらし」をテーマに

講演。 最後に、①母子 家庭の母の医療費無料化

②母子家庭 ・寡婦の雇用優先③児童扶養手当増

額などを要望する決議を採択して大会を終えま

した。
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母子家庭・寡婦の福祉向上を求めた大会



犯ヲF捜査にご協力を 
〇犯罪について知っていることは積極的に通報を．ノ 

〇聞込み捜査にご協力をノ 

〇被害に遭ったときは必ず届出を．ノ 

〇「事件かな？」と思ったら110番通報を．ノ 

〇指名手配犯人の検挙にご協力をノ 

五所川原警察署 
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楽しい企画がいっばい・ワクワクドキトキの爽快イヘント 

第1回「岩木川ふるさと村」開村 
知ろう、』、れよう、母なる川の豊かな恵みーをテーマに、「岩木川」 をもっと身近に感じてもらお

うと今年初めて開催されるものです。 市民の皆さん多数のおいでをお待ちしています。 

レ日時 10月 7 日 （日） 	9 : OO-16 : 00 
レ場所 岩木川河川敷（北斗グランド） 

レイベント 

⑨学習コーナーー川の写真パネル、小学生の区I 
画展、降目訓本験装置等 

⑨フレッシュ市場一民芸品、特産物の展示即売

く》幼稚園児鼓笛隊演奏⑨アンパンマンショー 

⑨岩木川なんでもクイズ＠）郷土芸能大会

⑥運動広場一姉t上げ大会、ゲートニ」ぐール大会

⑥水辺コーナーー特設釣堀、魚のつかみ取り

⑥ p p コーナーー州l酒の試飲、豚汁サービス

主催 建設省青森工事事務所・五所川原市 

農 家の皆さんへ 
く》平成 2 年産米の検査重点事項 

'1‘適期刈取りを励行し、茶米R明同害り米の発生 

を防止しましょう。 

2 ． ほ場での長時間堆積、不良保管等による着 

色粒の防止に努めましょう。 

3 ，適正水分（15.5%）の仕上がりに努め、過 

乾燥を防ぎましょう。 

4 ．異種穀粒及び異物（土砂）の混入を防止し 

ましょう。 

5‘検査済の台秤を使用し、適正量目確保に努 

めましょう。 

6 ． もみず、り調整に●主意し、 もみ混入・月凡ずれ 

~ 防止に努めましょう。 

7 ．出荷は制度別（四慌庭●唾り に並行検査を実 

青森食糧事務所五所川原支所 

施しますので『り欠集荷業者と連絡を密にし、 

全量出荷しましょう。 

8 ，麦の刈取り・調整に使用した農機具類の清

掃を徹底しましょう。 

⑥米の消費ま広大運動並びに不正規流通米の防止 

1． もう一杯ご飯を食べて、お米の消費拡大に

協力しましょう。 

2 ．お米の不正規流通は、 シナイ・サセナイ・

みんなて、守りましょう。 

3 ．超過米（予約限度数量以外の余裕米）は、一

次集荷業者を通じ全量売渡しをしましょう。 

4 ．不正規流通に係る情報を一次集荷業者か食

糧事務所五所川原支所（廿（,,)2138番） に提供

して下さい。 

平成 2年 (1990年) 10月 1日 広報ごしょがわら (第720号)③
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知ろう、ふれよう、母なる川の豊かな恵みーをテーマに、「岩木}lIJ をもっと身近に感じてもらお

うと今年初めて開催されるものです。市民の皆さん多数のおいでをお待ちしています。

仁〉日時 10月 7日 (日) 9 : 00 ~ 16 : 00 

b場所岩木川河川敷(北斗グランド)

仁〉イベント

@ 学習コーナ一 一川 の写真パネル、小学生の図

画展、降雨体験装置等

。 フレッシュ市場一民芸品、特産物の展示即売

。幼稚園児鼓笛隊演奏。 アンパンマン シ ョー

。岩木川なんでもクイズ@郷土芸能大会

。運動広場一凧上げ大会、ゲートボ、ール大会

。水辺コーナ一 一特設釣堀、魚のつかみ取り

~PR コーナ一一地酒の試飲、豚汁サービス

主催 建設省青森工事事務所・五所川原市

農.~l宏、土色々 A .~ω二臼 ø;? ;ん，~市 青森食糧事務所五所川原支所

。平成 2年産米の検査重点事 項 施しますので、一 次 集荷業者と連絡を密にし、

'1 .適期刈取 りを励行し 、茶米や胴 割米の発生 全量出荷しましょう。

を防止しましょう。 8. 麦の刈 取り ・調 整 に使用した農機具類の清

2 .ほ場てもの長時間堆積、不良保管等による着 掃を徹底しましょう。

色粒の防止に努めましょう。 。米の消費拡 大運動並 びに不正規流通米の防止

3 .適正水分 (15.5%) の仕上が りに努め、過 1 .もう一杯ご飯を食べて、お米の消費拡大に

乾燥を防ぎましょう。 協力しましょう。

4. 異種穀粒及び異物(土砂 )の混入を防止し 2.お米の不正規流通は、シナイ ・サセナイ・

ましょう。 みんなで守りましょう。

5.検査済の台秤を使用し 、適正量目確保に努 3.超過米(予約限度数量以外の余裕米)は、 ー

めましょう。 次集荷業者を通 じ全量売渡しをしましょう。

6.もみずり調整に注意し 、 もみ混入 ・肌ずれ 4.不正規流通に係 る情報を一次集荷業者か食

防止に努めましょう。 糧事務所五所川原支所(宮⑮ 2138番)に提供

7.出荷は制 度 別 (@t唱沌訟畠)に並行検査を実 して下さい。

0犯罪について知ってい ること は積極的に通報を/

o聞込み捜査にご協力をノ

0被害に遭ったときは必ず届出を/

01事件かな ?Jと思ったら110番通報を/

0指名手配犯人の検挙にご協力を/

五所川原警察署
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⑨マインランド尾去沢への旅 

レ日時 10月 7 日（日）五所川原中三前6: 30発 

レ会費 5,500円（入坑料、昼食） 

レ申込み締ti刀 10月 5 日（釣 

く》紅葉の八幡平と角館、田沢湖の旅 

レ日時 10月21日（日）五所川原中三前6: 00発 

レコース 中三前～八幡平～玉川温泉～玉川ダ 

ム～田沢湖～辰子姫～角館武家屋敷～伝承館 

～阿仁異人館～中三前着20:15 

レ会費 6,800円（昼食、見学料） 

レ申込み締切 10月13日（土） 

〇申込み先 青森市松森字佃175 青森県歴史の 

道整備促進協議会事務局（ft0177cJ1064番） 

〇受付時間 午前 8 時30分から午後 4 時まてる 

（日曜日、祝日を除く） 

dOA14H 2O.曇結舞舞奪 
玉三xよx篇行政牛目談週間てさ二す中ユニ 

⑨特設相談所開設 

行政に対する苦情、意見、要望などについて、 

無料で秘密を守り、行政相談員が親身に相談に 

応じます。 

レ日時 10月16日（火）午前10時～午後 3 時 

レ場所 市役所内市民相談室（特設日以外は自 

宅で中目談に応Fじます） 

レ相談員 川村昌子（敷島町1-4 ft自宅⑩2519 

番）、稲葉忠‘司（寺町1-5 ft自宅＠3606番） 

※なお、毎週木曜日は相談日となっていますの 

で、市民相談室へお気軽においでください。 

鱗講獲答l鶏蕪鞠欝 
レ日U寺 10月 5 日（金）午後 3 時 

レ場所 ホテルサンルート五所川原 

レ演題 「十三湊安藤（東）氏」 

ン講師 豊島勝蔵先生（郷土史家） 

〇間い合わせ先・市商工観光課（ft 21 11番内 

線259番） 

〇主催・津軽広域観光連絡協議会 

稽諭i驚造蔑資答蘭雇蕪 
市内の武道 7 団体（少木木寺拳法、空手、剣道、 

弓道、柔道、相撲、柔剣道） による演武会を開

催します。 市民の皆さん多数おいで下さい。 

レ日時 10月l0日（体育の日）10: 00～正午まて下

レ場所 市民体育館 

ン入場料 無料 

※詳しいことは、斎藤貢さん（ft 3486番）へ

お問い合わせください。 

AJ)t3.舞蕪鎌無薫 AI 
D定員募集 

系 科 専 	攻 定員 

機械システム系 機械システム科 
電子機械専攻 

30名 
生産機械専攻 
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電子システム科 電 子 専 攻 

40名 
情報システム科 

情報処理専攻 

電気通信専攻 

制御システム系 制御システム科 
自動制御専攻 

20名 
建築空調設備専攻 

合 	 計 90名 

レ推薦入試 

〇出願期間 10月 2 日から19日まてる 

〇選 考 日 10月30日 

〇選考方法 調査書、推薦書、小試験（数学）、 

面接 

〇選考場所 本校、八戸 

〇合格発表 11月13日 

レー般入試 

〇出願期間 平成 3 年1月28日から 2 月13日ま 

で 

〇試 験 日 平成 3 年 2 月21日 

〇試験科目 数学 数学I・n（微積） 

理科 理科I又は物廷里から 1科目 

選択 

外国語 英語I 
〇試験場所 本校、青森、八戸、弘前 

〇合格発表 平成 3 年 3 月 6 日 

※詳しいことは、「平成 3 年度学生募集要項」 に 

記載してありますので、青森職業訓練短期大 

学校学生課（市内飯詰胃（③1)3201番）へ切手250 

円分を同封してご請求ください。 

資相談gセ三汝タ嘱,援移転‘しごまkしった敏ン
一ニな二語恕mとnI（社)'日本損害保険協会匡三x 

毎日のように発生する交通事故によるさまざ

まな相談に対し、専門の立場で親身になって相

談に応5じている社団法人日本損害保険協会青森

自動車保険請求相談センターの事務所が、この

ほど移転しサービスを行っています。 相談は無

半斗で、電話ーでの相談も受付一けしていますので、 

お気転にご利用ください。 

く》新所在地 青森市堤町 2 丁目1-7 日産火災青

森ビル 4 階（青森文化会館向い）青森調査事

務所内ft0177 1025番（直通） 

⑥相談日 月曜から金曜の9: 30-16:40まてな

＠弁護士相談日 毎月第 4 水曜日13:0O-16:00 

, 

4 

⑨平成 2年(1990年)10月1日 広報ごしょがわら (第720号)

怒譲裏金導3奉安強豪集務
。マインランド尾去沢への旅

じ〉日時 10月 7日(日)五所川原中三前6:30発

[>会費 5，500円(入坑料、昼食)

[>申込み締切 10月 5日也

。紅葉の八幡平と角館、田沢湖の旅

[>日時 10月21日(日)五所川原中三 前 6:00発

いコース 中三 前 一八幡平~玉川温泉~玉川ダ

ム~ 田沢湖一辰子姫~角館武家屋敷~伝承館

~阿仁異人館~ 中三前着20: 15 

[>会費 6，800円(昼食、見学料)

[>申込み締切 10月13日住)

o申込み先 青森市松森字佃175青森県歴史の

道整備促進協議会事務局(宮 0177⑫1064番)

0受付時間 午前 8時 30分から午後 4時まで

(日曜日、祝日を除く)

~~l.~Qj周~1:.4..E]t~2_Q..日JAT叫記
今ピ，._... .y，..~ゐ~.:.ぬ...... 4IJピ・Aザ・.. ..._ ...... A~持、命、4タザ.. ~Â>" .. ，........刊明v・... ..e...:品....... 典a

m 部行政相談「週間です如
。特設相談所開設

行政に対する苦情、意見、要望などについて、

無料で秘密を守り、行政相談員が親身に相談に

応じます。

[>日時 10月16日伏)午前10時 ~ 午後 3時

[>場所 市役所内市民相談室(特設日以外は自

宅で相談に応じます)

[>相談員 川村昌子(敷島町1← 4ft自宅⑪2519

番)、稲葉忠司(寺町1-5ft自宅⑮3606番)

※なお、毎週木曜日は相談日となっていますの

で、市民相談室へお気軽においでください。

tg宏、気民生九~，，;;.~... At..&." .. A決":..~吟~A""''''舟A典4典... ......，...~ .... 

1昔演舎で焚場無事制的
[>日時 10月 5日幽午後 3時

[>場所 ホテルサンルート五所川原

じ〉演題 「十三湊安藤(東)氏」

[>講師豊島勝蔵先生(郷土史家)

0問い合わせ先・市商工観光課(宮⑮2111番内

線 259番)

0主催・津軽広域観光連絡協議会

、改ま込ι極秘説校 三会対控校以卦母 1FFM経 訟

中五千所川;原王道演武容開催m
市内の武道 7団体(少林寺拳法、空手、剣道、

弓道、柔道、相撲、柔剣道)による演武会を開

催 します。市民の皆さん多数おいで下さい。

[>日時 10月10日(体育の臼)10: 00-正午まで

[>場所市民体育館

じ入場料無料

※詳しいことは、斎藤貢さん (ft⑮ 3486番)へ

お問い合わせください。

ぷ白鳥ふ集廃単生募集‘怯弘法制
a・"・~~~~~. .&，dI・，.. ，‘d‘"'_，A，.，‘ ........ ，..‘""・，.‘』・，..... 、.....‘・... 除.......‘a・・a・.. 弘a・
的域間助出要森職業副議手豆扇矢学校営本
じ〉定員募集

系 科 専 攻

機械システム系 機械システム科
電子 機械 専攻

生産 機械 専攻

電子システム科 電 子 専 攻

電子 ・情報 情報処理 専 攻
システ ム系 情報システム科

電気 通 信専 攻

制御システム系 制御シス テム科
自動制御 専 攻

建築空調設備専攻

主E三A 計

[>推薦入試

0出願期間 10月 2日から 19日まで

o選考日 10月30日

定員

30名

40名

20名

90名

0選考方法調査書、推薦書、小試験(数学)、

面接

0 選考場所本校、八戸

o合格発表 11月13日

[>一般入試

0出願期間 平成 3年 1月28日から 2月13日ま

で

0試験日平成 3年 2月21日

0試験科目数学数学 1. n (微積)

理科理科I又は物理から 1科目

i翠ナ尺

外国語英語I

0試験場所本校、青森、八戸、弘前

0合格発表平成 3年 3月 6日

※詳しいことは、「平成 3年度学生募集要項」 に

記載しでありますので、青森職業訓練短期大

学校学生課(市内飯詰E⑪ 3201番)へ切手250

円分を同封してご請求ください。

謹t相誌協会F燐恥酌2た貯金
叫判記泌活経一(村秀吉田、本損誓保険協釜越と

毎日のように発生する交通事故によるさまざ

まな相談に対し、専門の立場で親身にな って相

談に応じている社団法人日本損害保険協会青森

自動車保険請求相談センターの事務所が、こ の

ほど移転しサービスを行っています。相談は無

料で、電話での相談も受付けしていますので、

お気転にご利用くださし」

。新所在地 青森市堤町 2丁目1ー7 日産火災青

森ピル 4階(青森文化会館向い) 青森調査事

務所内宮 0177⑫1025番(直通)

。相談日 月曜から金曜の9:30-16:40まで

。弁護士相談日 毎月第 4水曜日 13:00-16:00
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麟灘'Qy 縮舞霞 
旬の魚やりんごをつかった調理法を学ぶとと

もに家族aH建康を願い、バランスの良い食事の

ための味つけを覚えたい方は、是非参加してみ

ませんか？ 

レテーマ：栄養の知識を学び、習慣病といわれ

る成人病を防ごう．ノ 

レ時 間：9 時30分～13時 

レ半斗 金：無料 

レ持参するもの：エフhコン、筆記用具、ごはん、 

みそ汁（小びんなどに入れて）、健康手帳、食

事診断用紙（地区の保健協力員からもらって

ください） 

ー レ申し込み先：地区の保健協力員へ（参加申し

込み用紙があります） 

レ締め切り日：10月15日（月） 

対象地区 開催月日 開催場所 

五小学 区 10月24日困 
保健センター 

南小学 区 10月25日困 

※詳しいことは市衛生課（"（⑩21 11番内線268・ 

272番）へどうぞ。 

●国勢調査 平成2年10月 1 日回 

今の日本を知り、未来を考えるための国勢

調査です。 

調査票は届きましたか” 

調査票には、あなたの家族のありのままを

漏れなく、正確に、安心して記入してください。 

10月7日までに調査票を回収に伺います。 

不明な点は、調査員或は下記へおたずねく

ださい。 

五所川原市国勢調査実施本部 
（三道会館 2 階） 

TEL 34-5400番 
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期 日 時 	間 場 	所 

10月19日
国 

午前 9 時30分から

午前11時まで 

特別養護老人ホーム 

「青山荘」前 

胃・大腸がん検診のお知らせ 
10月に市保健センターで実施する日程をお知

らせします。 

実施 日 対 	象 	地 	区 

10 月 23 日 弥生町、大町、旭町、東町、 
布屋町 

10 月 24 日 敷島町、上・中・下平井町、 
幾世森 

10 月 25 日 雛田、末広町、新宮町 

10 	)J 	26 	II 幾島町、柏原町、錦町、 
寺町、本町 

※この検診は、すでに受診申し込みをされた方

のみが対象となっていますのでご注意下さい。 

m山~~~ 

夢→麟 
市では40歳以上の市民を対象に成人病の早期

発見、早期治療を目的としたミニドックを実施

しています。 対象となる人は積極的に受けるよ

うにしてください。 

レ実施期間 随時実施しています。 

レ実施時間 医療機関によって実施時間が違い

ますので申し込み時にお知らせいたします。 

レ対象者 市内居住の満40歳以上の方 

レ受診方法 受診を希望する人は、市衛生課及

び市役所各支所および実施医療機関の窓口に

申し込み用紙を備えておりますので、保険証

持参のうえ申し込んでください。 

D受診料 無料です。 

D診査項目 問診、身体潰I定、血圧測定、心電

図、尿検査、貧血検査、肝機能検査。 

※実施医療機関名等詳しいことは、市衛生課（" 
⑩ 2111番内線272番）及び市役所各支所へどう

ぞ。 

みんなの健康教室 
レ日時 10月19日（金）午後 1時 

レ場所 市保健センター 

レ講師 Iト島嘉四雄先生 

（中島皮膚科医院長） 

レテーマ アトピー性皮ふ炎について 

レ主催 北五医師会・市保健協議会 
	」 

(第720号)⑩
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所

特別養護老人ホーム

「青山荘」前

場

午前 9時30分から

午前11時まで

司
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n
u
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日寺

胃・大揚がん検診のお知らせ
10月に市保健センターで実施する日程をお知

らせします。

実施日 立サ 象 I也 区

10月 23日
弥生町、大町、旭町、東町、
布屋町

10月 24日
敷島町、上 ・中 ・下平井町、
幾世森

10月 25日 雛回、末広町、新宮町

10月 26日
幾島町、柏原町、錦町、
寺町、本町

※この検診は、 すでに受診申し込みをされた方

の み が対象となっていますのでご注意下さい。

開催 場所開{雀月 日

10月24日(水)

10月25日(木)

対象 地 区

五小学区

南小学 区

主主足芸蕊歪諮芸忍歪~~ftÑftÑ~恥主~~諮込

器全ミ苓鎧長谷59勾安をも漫訟践Y表滋
224三公安主会総会主投滋会総会主設会後会主品安全会会
市では40歳 以上の市 民を対象に成人病の早期

発見、早期治療を目 的 としたミニド ック を実 施

しています。 対 象と なる 人は 積極 的に 受け るよ

うにしてください。

1>実施期間 随時実施しています。

仁〉実 施 時 間 医療機 関に よ って 実 施 時 聞 が 違 い

ますので申し込み時にお知らせいたしますo

b対象者 市 内居住の満40歳以上の方

1>受診方法 受診を希望する人は、市衛生課及

び市役所各支所および実施医療機 関の窓口に

申し込み用紙を備えておりますので、保険証

持 参 の う え 申 し 込 ん で く だ さ い。

1>受診料 無料 です。

仁〉診査項目 問診 、身体測 定、 血圧測定、 心電

図、尿検 査 、貧血検査、肝機 能検査。

※実施医療 機関名等詳しいことは、市衛生課(宮

⑮ 2111番内線272番 )及び市役所各支所へどう

ぞ。

保健センター

※詳しいことは市衛生 諜(四⑬2111番 内線268・

272番)へどうぞ。

@国勢調査
今の日本を知り、未来を考えるための国勢

調査です。

調査票は届きましたか!!

調査票には、あなたの家族のありのままを

漏れな く、正確に、安心して記入してください。

10月 7固までに調査票を回収に伺います。

不明な点は、調査員或は下記へおたずねく

ださい。

平成2年10月1日(月)

五所川原市国勢調査実施本部
(三道会館 2階)

34- 5400番TEL 

型E

みんなの健康教室
10月19日制午後 1時

市保健センター

中島嘉四雄先生

(中島皮膚科医院長)

1>テーマ アトピー性皮ふ炎につ いて

1>主催 北五医師会・市保健協議会

1>日時

1>場所

1>講師

栄養教皇ぬお知‘ら五世間ロn-~ロ冶‘ ... _ ..... _.............._..........................“.................#>.....T: .. ‘.............. ... 
mm味覚‘の.釈中到〉マィμ
句の魚やりんごをつ か った調理法を学ぶ とと

もに家族の健康を願い、バラ ンスの良い食事の

ための昧つけを党えたい方は、是非参加してみ

ませんか ?

1>テーマ :栄養の知識を学 び、習慣病 とい われ

る成人病を防ごう /

1>時間 9時30分 -13時

1>料金:無料

1>持参するもの :エプロン、筆記用具、ごはん、

みそ汁(小びんなどに入れて)、健康手帳、食

事診断用紙(地区の保健協力員 か らもら って

ください)

い申し込み先 :地 区の保健協力負へ(参加申 し

込み用紙があり ます)

1>締め切り日:10月15日(月)
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